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第７号議案　宮島都市計画道路の変更について
（３・６・１　厳島駅濱之町線）



2

都市計画道路変更の内容について
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変更対象路線の位置

宮島桟橋

厳島神社

（Ⅱ・小・１号　厳島駅幸町線）

３・６・１号　厳島駅濱之町線
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現在の都市計画道路について

宮島桟橋

表参道商店街

町屋通り

海岸通り



昭和22年（1947年）
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起点：字濱之町

終点：字幸町

整備済の区間

令和2年（2020年）

【都市計画決定の経緯】　当初決定：昭和16年1月20日

  厳島駅幸町線は、満州事変後、戦勝祈願による厳島神社への参拝者が激増したことを理由に、道路幅員拡張の

ため、昭和１６年に都市計画決定された路線である。昭和４３年に一部区間を整備し、現在に至っている。

都市計画決定の経緯

宮島桟橋

桟橋

海岸通り
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　長期未着手都市計画道路の見直し①

広島県都市計画道路見直し基本指針　都市計画道路見直しの背景より

廿日市市がこれまで
見直した路線の位置図

嘉永新開線桜尾線

廿日市市において、これまで長期未着手を理由に廃止にした都市計画道路

嘉永新開線

廿日市市役所
●
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○長期未着手都市計画道路見直し基本方針に基づく検討

厳島幸町線

①位置づけの変化
　本路線は、満州事変後、戦勝祈願による厳島神社への参拝者が激増したことを理由に、
道路幅員拡張のため、昭和１６年に都市計画決定された路線であるが、本路線の位置付け
が観光客の通行確保へと変化している。

②事業化の見通し
　昭和16年の都市計画決定後、約80年が経過し、未整備区間の商店街は、宮島まちづくり
基本構想において、「歴史ある表参道として継承されるべきもの」として位置づけられ、「特
別史跡及び特別名勝厳島保存管理計画」においては、「道路の更新については現在地にて
行うもの」と定めらていることから、拡幅整備を伴う事業化の可能性は低いと考えられる。

③整備方針
　歩行者の通行状況について、日中は歩行者専用道路である「表参道商店街」と「海岸通
り」の２路線に分散しており、観光シーズンのピーク時においても、比較的円滑な通行が確
保されていることから、本路線の未整備区間の幅員を拡幅する必要性は低いと考えられる。
　

　長期未着手都市計画道路の見直し②
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都市計画変更の内容

破線部：廃止区間

表参道商店街

海岸通り
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変更（廃止）区間及び海岸通りの状況

厳島神社

宮島桟橋

Ｎ

有効幅員：約8.5ｍ

海岸通り

幅員：約4.5ｍ

表参道商店街
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３・６・１号　厳島駅濱之町線（新旧対照図）

新旧対照図

N



11

３・６・１号　厳島駅濱之町線（新旧対照表）
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都市計画変更のスケジュール

地元説明会

①

4月21日

②

10月20日

③ ⑤

7月26日～8月9日

公告・縦覧
意見書提出

廿日市市都市計画
審議会

都市計画
変更告示

12月下旬（予定）

《公告後、２週間縦覧》
縦覧者なし、意見書なし

11月7日（予定）

④

広島県都市計画
審議会

説明資料を
宮島全戸配付


